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衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
「
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臨
床
研
修
マ
ッ
チ
ン
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」
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
充
足
率
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
医
師
臨
床
研
修
マ
ッ
チ
ン
グ
協
議
会

（
以
下
「
協
議
会
」
と
い
う
。
）
に
よ
れ
ば
、
協
議
会
が
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
臨
床
研
修
を
受
け
よ
う
と
す
る
医
学
生
等

に
つ
い
て
平
成
二
十
四
年
度
に
実
施
し
た
「
医
師
臨
床
研
修
マ
ッ
チ
ン
グ
」
（
以
下
「
マ
ッ
チ
ン
グ
」
と
い
う
。
）
で
は
、

臨
床
研
修
を
行
う
病
院
が
募
集
し
た
医
学
生
等
の
数
（
以
下
「
募
集
定
員
」
と
い
う
。
）
は
全
国
で
一
万
五
百
十
九
人
、
マ

ッ
チ
ン
グ
に
参
加
し
た
医
学
生
等
の
数
（
以
下
「
参
加
者
数
」
と
い
う
。
）
は
全
国
で
八
千
二
百
三
十
八
人
、
臨
床
研
修
を

受
け
る
病
院
が
内
定
し
た
医
学
生
等
の
数
（
以
下
「
内
定
者
数
」
と
い
う
。
）
は
全
国
で
七
千
九
百
八
人
で
あ
り
、
募
集
定

員
に
占
め
る
内
定
者
数
の
割
合
に
つ
い
て
は
約
七
十
五
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
参
加
者
数
に
占
め
る
内
定
者
数
の
割
合
に
つ
い

て
は
約
九
十
六
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

協
議
会
に
よ
れ
ば
、
協
議
会
が
平
成
二
十
四
年
度
に
実
施
し
た
マ
ッ
チ
ン
グ
で
は
、
臨
床
研
修
を
行
う
病
院
が
所
在
す
る

都
道
府
県
別
の
募
集
定
員
に
占
め
る
内
定
者
数
の
割
合
に
つ
い
て
は
、京
都
府
が
約
九
十
六
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
最
も
高
く
、

一



鳥
取
県
が
約
四
十
四
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
最
も
低
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
お
尋
ね
の
「
都
道
府
県
内
に
お
け
る
地
域
別
」

の
募
集
定
員
に
占
め
る
内
定
者
数
の
割
合
に
つ
い
て
は
集
計
し
て
お
ら
ず
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
協
議
会
に
よ
れ
ば
、
平
成
二
十
四
年
度
に
実
施
し
た
マ
ッ
チ
ン
グ
で
は
、
参
加
者
数
に

占
め
る
内
定
者
数
の
割
合
に
つ
い
て
は
約
九
十
六
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
政
府
と
し
て
は
、
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ

り
、
臨
床
研
修
を
受
け
よ
う
と
す
る
医
学
生
等
に
つ
い
て
、
臨
床
研
修
を
受
け
る
場
が
適
切
に
確
保
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。

な
お
、
協
議
会
に
よ
れ
ば
、
同
年
度
に
実
施
し
た
マ
ッ
チ
ン
グ
で
は
、
全
国
の
内
定
者
数
に
占
め
る
都
市
部
の
六
都
府
県

（
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
愛
知
県
、
京
都
府
、
大
阪
府
及
び
福
岡
県
を
い
う
。
）
以
外
の
道
県
に
所
在
す
る
病
院
に
お
い
て

臨
床
研
修
を
受
け
る
内
定
者
数
の
割
合
は
約
五
十
四
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
平
成
十
六
年
度
の
臨
床
研
修
の
必
修
化
以
降
最
高

と
な
っ
て
お
り
、
政
府
と
し
て
は
、
医
師
臨
床
研
修
制
度
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
お
け
る
医
師
の
確
保
の
点
で
一
定
の
効
果

が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

二



協
議
会
が
実
施
し
た
「
平
成
二
十
三
年
度
医
師
臨
床
研
修
マ
ッ
チ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
学
生
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
よ
れ

ば
、
医
学
生
等
が
臨
床
研
修
を
受
け
よ
う
と
す
る
病
院
を
選
択
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
「
病
院
の
実
績
や
研
修
の
指
導
体
制

が
よ
い
」
、
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
が
よ
い
」
、
「
将
来
進
み
た
い
大
学
ま
た
は
そ
の
関
連
病
院
で
あ
る
」
と
の
回
答
が
上

位
を
占
め
て
お
り
、
政
府
と
し
て
は
、
医
学
生
等
は
、
病
院
の
指
導
体
制
や
臨
床
研
修
の
内
容
、
将
来
の
進
路
等
を
重
視
し

て
、
臨
床
研
修
を
受
け
よ
う
と
す
る
病
院
を
選
択
す
る
傾
向
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

医
師
臨
床
研
修
制
度
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
、
有
識
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
開
催

し
、
平
成
二
十
七
年
度
の
臨
床
研
修
か
ら
の
適
用
を
目
途
と
し
た
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
お
り
、
同
省
と
し
て
は
、

そ
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
て
、
病
院
の
指
導
体
制
や
臨
床
研
修
の
内
容
等
の
臨
床
研
修
の
質
の
向
上
、
地
域
医
療
の
確
保
等

の
課
題
に
つ
い
て
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

三


